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　戦争が激しくなると、国内で使うガソリンが

足りなくなりました。

　ガソリンに代わって、木炭をたいて車を走ら

せるようになり、バスも木炭をたくための装置

をつけて走りました。

　石炭も不足して、小海線の機関車も木炭をた

 いて走りました。火力が弱く、坂になるとバッ

クして、勢いをつけてから登りきるような時も

あったそうです。

　満州開拓団を送

って、満州に「小

諸町」を作るため

の本部が、小諸に

作られました。

　小諸には空襲は

ありませんでしたが、空襲へのそなえをしまし

た。防空壕を掘ったり、火を消すための消火弾

を用意したりしました。（写真：消火弾）

　燃料が入ったドラム缶や服などを貯蔵

しておくために、軍事用の横穴が掘られ

ました。

戦時中に掘

られた横穴

（平原十石）

　大都市で空襲が激しくなると、身内をたよっ

て、小諸に疎開してくる人が増えました。

　学校ぐるみで、お寺などに「学童集団疎開」

をしてくることもありました。

　左の写真は、成就寺にある「学童集団疎開の

碑」です。

　1944年 8 月から翌年11月まで、東京都杉並区

立大宮国民学校 3年生、 6年生の53名が疎開さ

れたことが記されています。
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